
 

長崎県生物多様性保全戦略の進捗状況について 
 

 

１．計画の概要 

本県における生物多様性の保全と持続可能な利用に関する施策を総合的かつ計

画的に推進するため、生物多様性基本法及び「長崎県未来につながる環境を守り育

てる条例」に基づき、本県の生物多様性地域戦略となる「長崎県生物多様性保全戦

略（県戦略）」を平成 21年 3月に策定しています。 

現在は、平成２６年１２月に策定した「長崎県生物多様性保全戦略

2014-2020」により、2050 年目標の達成を通じて、長崎県の恵み豊かな生物

多様性の保全とその持続可能な利用を基礎とした活力あふれる地域づくりを進め、

『いきものと人々がにぎわう「ながさきの未来環境」』の実現を目指しています。 

 

2050年目標 

 ①種の絶滅を回避する 

 ②多様な生態系の保全、再生を図る 

 ③持続可能な利用を進める 

 ④生物多様性への関心を高め、行動へとつなげる 

 ⑤生物多様性に配慮した取組を広げる 

 

また、2050年目標を達成するため、2020 年度（令和 2年度）までに重点的

に取り組むべき行動の方向性を「行動目標」として掲げて、取り組む施策を行動計

画として定めており、５つの行動目標ごとに、2020年度までに取り組む施策を

展開しています。 

 

行動目標 

 ①自然環境の監視と種の保護・生態系の保全を強化する 

 ②人とふるさとの自然とのつながりを回復する 

 ③多様な地域資源の活用を進める 

 ④生物多様性の恵みにふれる機会を増やす 

 ⑤生物多様性に関する情報の整備と環境に配慮した取組を進める 

 

 

 

 

資料３ 
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２．進捗状況の評価結果 

本戦略の行動計画において、可能なものについては指標を設定しています。 

本戦略の推進にあたっては、毎年度、44の取組の実施状況と 40の指標の達成状況を客

観的に把握しています。 

 

（１）取組の実施状況 

令和元年度に実施した取組（事業）は以下のとおりです。（○実施、●未実施（終了等）） 

令和元年度は、行動計画にある 44の取組の内、3７の取組を実施しています。 

 

行動目標① 自然環境の監視と種の保護・生態系の保全を強化する 

（１）希少種のモニタリングと法令に基づく規制制度の運用 

○ツシマヤマネコ保護増殖事業 

○希少野生動植物種保全事業費（希少野生動植物種の指定の検討、保護・保全が必要な種に係

る自然環境保全地域や希少野生動植物種保存地域の指定、拡大） 

（２）固有種の保護 

○緑といきもの賑わい事業（法令に基づく保全地域等の保全事業(外来生物の除去等)、希少野

生動植物の保護増殖事業（希少種の生息地保護等）、生物の生息・生育空間の創出事業等の

推進、市町や民間団体への支援） 

○鳥獣保護費 

（３）外来生物・移入種対策 

○緑といきもの賑わい事業（再掲）、○鳥獣保護費（再掲） 

（４）鳥獣被害対策 

○鳥獣保護費（再掲） 

○地域で進める鳥獣対策推進事業（3 対策の重点指導、侵入防止柵設置、捕獲経費支援による

イノシシ捕獲、地域の捕獲隊整備等の実施） 

（５）鳥獣の保護 

○鳥獣保護費（再掲）、○負傷鳥獣保護活動強化事業費 

（６）野鳥の鳥インフルエンザ対策 

○鳥獣保護費（再掲） 

（７）海域環境の保全・回復 

●水産環境整備事業＊終了、○漁場環境保全対策、○水産多面的機能発揮対策事業、 

○離島漁業再生支援交付金（藻場の管理改善に取り組む離島の漁業集落の支援） 

○資源管理計画の策定、●藻場回復技術実証推進事業＊終了、 

○再生砂による浅場づくり実証試験事業、○海砂採取による海域影響調査 

（８）自然公園等の保全・管理 

○自然公園計画検討費、○自然公園等の許認可業務 

（９）水質の安全 

○汚水処理対策（公共用水域の水質改善及び環境保全のための汚水処理施設の普及促進） 

●明日の大村湾を創る事業＊終了 

（１０）漂流漂着ごみ対策 

○漂流漂着ごみ対策、○大村湾水質保全対策事業 

2



（１１）生物多様性に関する情報の整備・運用 

●ふるさと自然再生事業(H26～28)＊終了 

行動目標② 人とふるさとの自然とのつながりを回復する 

（１）生産活動と多様な主体との連携の推進 

○森林ボランティア等の活動支援 

（２）生物多様性に配慮した生産活動の実施 

○人と環境にやさしい農業対策事業、○環境保全型農業直接支援対策事業費 

○農業農村整備事業 

（３）森林等の多面的機能の発揮 

○森林整備（搬出間伐の施行に対する支援） 

○森林ボランティア等の活動支援（再掲） 

○河川改修事業（多自然川づくりによる整備） 

（４）里地里山の保全活用 

○中山間地域等直接支払制度（耕作放棄地の発生防止活動や多面的機能の確保に向けた活動を

支援） 

○ふるさと自然再生事業（再掲） 

（５）有害鳥獣、外来生物による被害の防止 

○地域で進める鳥獣対策推進事業（再掲） 

行動目標③ 多様な地域資源の活用を進める 

○人と環境にやさしい農業対策事業（再掲）、○自然環境情報の共有化と発信、 

○バイオマス資源の活用、○エコツーリズムの推進 

行動目標④ 生物多様性の恵みにふれる機会を増やす 

（１）自然公園等の環境美化  

○未来環境条例に基づくごみの投げ捨て等防止重点地区等の指定、 

○一斉清掃、○国立公園清掃活動補助金 

（２）自然とのふれあいの促進 

○西海国立公園リニューアル整備事業（自然公園等総合整備事業費＊終了）、 

●自然に親しむ運動＊終了、○鳥獣保護費（再掲） 

（３）保全活動への多様な主体の参加促進 

●美しいふるさと推進大会＊終了、○ながさき環境県民会議、 

○諫早湾干拓調整池水辺空間づくり事業、○環境アドバイザー派遣制度、 

○森林ボランティア等の活動支援（再掲）、○ながさきグリーンサポーター育成事業、 

○自然環境情報の共有化と発信（再掲） 

 

行動目標⑤ 生物多様性に関する情報の整備と環境に配慮した取組を進める  

（１）生物多様性に関する情報の整備 

○自然環境情報の共有化と発信（再掲）、○ふるさと自然再生事業（再掲） 

○希少野生動植物種保全事業費（モニタリング調査）（再掲） 

（２）環境に配慮した取組の推進 

○環境影響評価の審査、○県庁ＥＭＳ、●公有地化事業＊実施する機会がなく未実施、 

○自然公園計画検討費・自然公園等の許認可業務（再掲） 

3



また、行動目標毎の事業費の実績は次のとおりです。 

行動目標 H30年度実績 

(千円) 

R1年度実績 

(千円) 

①自然環境の監視と種の保護・生態系の保存を強化する 10,828,940 10,517,288 

②人とふるさとの自然とのつながりを回復する 4,963,754 5,334,935 

③多様な地域資源の活用を進める 466,024 331,648 

④生物多様性の恵みにふれる機会を増やす 62,689 27,520 

⑤生物多様性に関する情報の整備と環境に配慮した取組

を進める 

2,013 2,239 

合 計 16,323,420 16,213,630 

なお、個々の取組の状況は別添の「行動計画の取組の実施状況」のとおりです。 

 

（２）指標の達成状況 

令和元年度の指標の達成状況の結果を取りまとめたものを下表に示しています。 

行動計画にある４０の指標の内、２９の指標は達成及び達成見込みでありますが、９の

指標は目標を達成できていません。 

区分 指標数 

目標達成及び達成見込み ２９ 

目標は達成しないものの前進している  ８ 

目標達成できず策定時より後退  １ 

未確定、未集計  ２ 

合 計 ４０ 

 

 

主な指標の達成状況は次のとおりです。 

行動目標 事業の指標 目標値 R1年度達成値 

行動 

目標① 

絶滅危惧種数（絶滅危惧種Ⅰ類及びⅡ類

掲載種数） 

増加させない

863種(H23年

度) 

890種 

(H28中間見直

し時) 

行動 

目標① 

生物多様性保全事業等によって守られ

た希少野生動植物の種類 

 

5種以上/年 

40種(H32年

度) 

5種 

累計 35種 

行動 

目標② 

森林ボランティア活動参加数 4,800人 

(H26年度) 

10,185人 

行動 

目標② 

森林整備面積 1,480ha 

(H26年度) 

2,081ha 

行動 

目標③ 

HP 等での情報の発信回数 

〔自然環境課〕 

50回/年以上 57回 
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行動 

目標④ 

「生物多様性」の言葉の認知度(県政ア

ンケート) 

70％(H32年

度) 

59％ 

行動 

目標④ 

自然への関心度(県政アンケート) 70%(H32年

度) 

67% 

行動 

目標④ 

県戦略の認知度(県政アンケート) 25%(H32年

度) 

10% 

行動 

目標④ 

自然とのふれあい施設の整備・改修数 １箇所以上/年 

(H32年度) 

3箇所 

行動 

目標⑤ 

希少種モニタリングの実施回数 25回/年 

(H32年度) 

38回 

なお、個々の指標の達成状況は別添の「行動計画の指標の達成状況」のとおりです。 

 

３．計画の見直し 

本戦略の行動計画の期間が令和２（2020）年度末で終期を迎えるため、令和元

年度より見直し作業を行っています。 
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指
導

　
4
7
地

区
・
イ

ノ
シ

シ
等

の
侵

入
防

止
柵

設
置

距
離

6
6
1
km

（
国

庫
）

・
捕

獲
報

奨
金

に
よ

る
イ

ノ
シ

シ
捕

獲
　

3
3
,6

7
4

頭
（
県

単
）

・
地

域
の

捕
獲

隊
整

備
 3

7
チ

ー
ム

7
6
4
,5

5
0

・
3
対

策
の

重
点

指
導

　
4
7
地

区
・
イ

ノ
シ

シ
等

の
侵

入
防

止
柵

設
置

距
離

4
2
4
km

（
国

庫
）

・
捕

獲
経

費
支

援
に

よ
る

イ
ノ

シ
シ

捕
獲

3
5
,3

4
9
頭

（
国

庫
）

・
地

域
の

捕
獲

隊
整

備
 1

7
チ

ー
ム

6
2
8
,9

1
2

①
4

鳥
獣

保
護

費
（
再

掲
）

（
再

褐
）

自
然

環
境

課
（
再

褐
）

（
再

褐
）

行
動

目
標

整
理

番
号

事
務

・
事

業
名

Ｈ
３

０
実

績
Ｒ

１
実

績
事

業
の

概
要

担
当

課
名

6



長
崎

県
生

物
多

様
性

保
全

戦
略

（
Ｈ

２
６

年
１

２
月

策
定

）
行

動
計

画
の

取
組

の
実

施
状

況
（
千

円
）

（
千

円
）

概
要

事
業

費
概

要
事

業
費

行
動

目
標

整
理

番
号

事
務

・
事

業
名

Ｈ
３

０
実

績
Ｒ

１
実

績
事

業
の

概
要

担
当

課
名

①
6

負
傷

鳥
獣

保
護

活
動

強
化

事
業

費

負
傷

鳥
獣

の
救

護
施

設
、

体
制

を
整

備
し

、
よ

り
多

く
の

負
傷

鳥
獣

の
野

生
復

帰
を

推
進

す
る

。

自
然

環
境

課
（
公

社
）
長

崎
県

獣
医

師
会

及
び

西
海

国
立

公
園

九
十

九
島

動
植

物
園

（
指

定
管

理
者

）
さ

せ
ぼ

パ
ー

ル
・
シ

ー
㈱

に
負

傷
鳥

獣
の

保
護

・
収

容
・
治

療
・
野

生
復

帰
訓

練
を

委
託

し
て

実
施

5
,5

0
0

（
公

社
）
長

崎
県

獣
医

師
会

及
び

西
海

国
立

公
園

九
十

九
島

動
植

物
園

（
指

定
管

理
者

）
さ

せ
ぼ

パ
ー

ル
・
シ

ー
㈱

に
負

傷
鳥

獣
の

保
護

・
収

容
・
治

療
・
野

生
復

帰
訓

練
を

委
託

し
て

実
施

5
,5

0
0

①
4

鳥
獣

保
護

費
（
再

掲
）

（
再

褐
）

自
然

環
境

課
（
再

褐
）

（
再

褐
）

①
7

水
産

環
境

整
備

事
業

藻
場

回
復

の
た

め
、

現
存

す
る

藻
場

の
隣

接
箇

所
に

お
い

て
着

定
基

質
を

設
置

し
、

藻
場

を
造

成
す

る
。

（
橘

湾
）

漁
港

漁
場

課
―

―
―

―

①
8

漁
場

環
境

保
全

対
策

漁
業

者
団

体
へ

委
託

し
、

タ
イ

ラ
ギ

、
ア

サ
リ

等
の

二
枚

貝
を

捕
食

す
る

ナ
ル

ト
ビ

エ
イ

の
駆

除
を

有
明

海
で

実
施

す
る

。

漁
港

漁
場

課
ナ

ル
ト

ビ
エ

イ
の

駆
除

実
施

に
よ

り
、

二
枚

貝
等

の
食

害
防

止
に

寄
与

し
た

。
H

3
0
年

度
駆

除
数

：
5
0
尾

1
5
6

ナ
ル

ト
ビ

エ
イ

の
駆

除
実

施
に

よ
り

、
二

枚
貝

等
の

食
害

防
止

に
寄

与
し

た
。

R
1
年

度
駆

除
数

：
4
7
9
尾

1
,2

0
0

①
9

水
産

多
面

的
機

能
発

揮
対

策
事

業

藻
場

・
干

潟
・
浅

場
の

維
持

・
回

復
等

保
全

活
動

を
行

う
組

織
を

支
援

す
る

。
漁

港
漁

場
課

取
組

組
織

数
も

微
増

し
て

お
り

、
継

続
し

た
取

組
が

行
わ

れ
て

い
る

。
H

3
0
年

度
組

織
数

：
８

２

5
7
,0

0
4

取
組

組
織

数
も

微
増

し
て

お
り

、
継

続
し

た
取

組
が

行
わ

れ
て

い
る

。
R

1
年

度
組

織
数

：
８

４

5
9
,0

7
1

①
1
0

離
島

漁
業

再
生

支
援

交
付

金
藻

場
・
干

潟
・
浅

場
の

維
持

・
回

復
等

保
全

活
動

を
行

う
組

織
を

支
援

す
る

。
漁

政
課

藻
場

の
管

理
・
改

善
に

取
り

組
む

離
島

の
漁

業
集

落
を

支
援

す
る

。
5
8
6
,4

1
4

藻
場

の
管

理
・
改

善
に

取
り

組
む

離
島

の
漁

業
集

落
を

支
援

す
る

。
5
8
6
,1

2
2

①
1
1

資
源

管
理

計
画

の
策

定
資

源
の

維
持

、
増

大
と

資
源

の
持

続
的

利
用

を
図

る
た

め
に

、
自

ら
休

漁
期

間
の

設
定

や
小

型
魚

の
再

放
流

な
ど

を
取

り
決

め
た

資
源

管
理

計
画

を
策

定
す

る
。

漁
業

振
興

課
【
資

源
管

理
計

画
の

策
定

】
9
件

の
資

源
管

理
計

画
が

新
た

に
作

成
さ

れ
た

。

1
2
,9

6
3

【
資

源
管

理
計

画
の

策
定

】
1
3
件

の
資

源
管

理
計

画
が

新
た

に
作

成
さ

れ
た

。

1
1
,6

3
5

①
1
2

藻
場

回
復

技
術

実
証

推
進

事
業

海
域

特
性

や
藻

場
の

種
類

、
地

域
の

取
組

体
制

を
踏

ま
え

、
総

合
水

産
試

験
場

で
開

発
さ

れ
た

藻
場

回
復

手
法

を
モ

デ
ル

地
区

で
実

施
し

、
効

果
を

他
地

域
に

普
及

拡
大

す
る

。

漁
港

漁
場

課
―

―
―

―

①
1
3

再
生

砂
に

よ
る

浅
場

づ
く
り

実
証

試
験

事
業

陶
磁

器
く
ず

や
廃

ガ
ラ

ス
を

原
料

と
し

た
再

生
砂

を
用

い
て

人
工

的
に

浅
場

を
造

成
し

、
浅

場
造

成
の

有
効

性
を

検
証

す
る

。

地
域

環
境

課
時

津
町

崎
野

自
然

公
園

地
先

に
お

い
て

浅
場

造
成

が
完

了
し

た
。

1
4
,8

0
0

造
成

済
浅

場
の

二
枚

貝
を

含
む

底
生

生
物

の
生

息
状

況
の

調
査

を
行

と
と

も
に

、
造

成
浅

場
に

お
い

て
、

小
学

生
を

対
象

と
し

た
体

験
学

習
を

実
施

し
た

。

8
,2

9
1
の

一
部

①
1
4

海
砂

採
取

に
よ

る
海

域
影

響
調

査
（
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
）

海
砂

採
取

の
海

域
へ

の
影

響
調

査
（
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
）
を

実
施

し
、

海
砂

採
取

跡
海

域
の

海
域

環
境

等
の

デ
ー

タ
蓄

積
を

図
り

、
経

年
変

化
を

確
認

し
て

、
海

砂
採

取
の

海
域

環
境

へ
の

影
響

の
有

無
を

確
認

す
る

。

監
理

課
【
海

砂
採

取
に

よ
る

海
域

影
響

調
査

】
・
海

底
映

像
調

査
、

海
砂

採
取

時
の

濁
度

監
視

調
査

を
行

う
ほ

か
、

次
の

調
査

を
四

半
期

毎
に

実
施

 　
①

生
物

環
境

調
査

、
②

底
質

調
査

、
 ③

付
着

生
物

調
査

、
④

魚
介

類
調

査
・
夏

季
、

秋
季

、
冬

季
は

H
3
0
年

度
に

実
施

2
5
,6

3
9

【
海

砂
採

取
に

よ
る

海
域

影
響

調
査

】
・
昨

年
度

か
ら

引
き

続
き

、
次

の
四

半
期

毎
調

査
の

う
ち

春
季

の
調

査
を

実
施

し
、

昨
年

度
か

ら
の

調
査

結
果

に
つ

い
て

有
識

者
会

議
で

検
証

を
実

施
 　

①
生

物
環

境
調

査
、

②
底

質
調

査
、

　
 ③

付
着

生
物

調
査

、
④

魚
介

類
調

査

7
,8

4
7

7



長
崎

県
生

物
多

様
性

保
全

戦
略

（
Ｈ

２
６

年
１

２
月

策
定

）
行

動
計

画
の

取
組

の
実

施
状

況
（
千

円
）

（
千

円
）

概
要

事
業

費
概

要
事

業
費

行
動

目
標

整
理

番
号

事
務

・
事

業
名

Ｈ
３

０
実

績
Ｒ

１
実

績
事

業
の

概
要

担
当

課
名

①
1
5

自
然

公
園

計
画

検
討

費
す

ぐ
れ

た
自

然
風

景
地

の
適

正
な

保
護

と
利

用
の

増
進

を
図

る
た

め
、

公
園

計
画

の
再

検
討

を
実

施
す

る
。

自
然

環
境

課
公

園
計

画
に

係
る

審
議

案
件

な
し

1
7
8

公
園

計
画

に
係

る
審

議
案

件
な

し
1
5
7

①
1
6

自
然

公
園

等
の

許
認

可
業

務
す

ぐ
れ

た
自

然
風

景
地

の
適

正
な

保
護

と
利

用
の

増
進

を
図

る
た

め
、

自
然

公
園

法
等

に
基

づ
く
許

認
可

業
務

を
実

施
す

る
。

自
然

環
境

課
自

然
公

園
法

等
に

基
づ

き
許

認
可

業
務

を
実

施
-

自
然

公
園

法
等

に
基

づ
き

許
認

可
業

務
を

実
施

-

①
1
7

汚
水

処
理

対
策

公
共

用
水

域
の

水
質

改
善

及
び

環
境

保
全

の
た

め
、

全
県

的
に

汚
水

処
理

施
設

の
普

及
促

進
を

図
る

。

水
環

境
対

策
課

流
域

下
水

道
１

箇
所

、
公

共
下

水
道

1
6
市

町
、

農
業

集
落

排
水

事
業

６
市

町
、

浄
化

槽
設

置
整

備
事

業
1
9
市

町

9
,3

1
5
,7

4
7

流
域

下
水

道
１

箇
所

、
公

共
下

水
道

1
6
市

町
、

農
業

集
落

排
水

事
業

６
市

町
、

浄
化

槽
設

置
整

備
事

業
1
9
市

町

9
,1

7
3
,7

5
1

①
1
8

明
日

の
大

村
湾

を
創

る
事

業
大

村
湾

の
水

質
改

善
及

び
環

境
保

全
の

た
め

、
貧

酸
素

水
塊

及
び

赤
潮

対
策

と
し

て
エ

ア
レ

ー
シ

ョ
ン

等
を

実
施

す
る

。

地
域

環
境

課
－

－
－

－

①
1
9

漂
流

漂
着

ご
み

対
策

海
辺

の
漂

着
ご

み
の

具
体

的
内

容
（
ご

み
の

国
籍

、
種

類
や

量
な

ど
）
に

つ
い

て
の

解
析

や
環

境
教

育
な

ど
を

含
ん

だ
発

生
抑

制
対

策
な

ど
各

種
漂

着
物

対
策

を
推

進
す

る
こ

と
で

、
海

岸
の

良
好

な
景

観
、

多
様

な
生

態
系

の
確

保
、

生
活

衛
生

の
向

上
、

水
産

資
源

の
保

全
等

総
合

的
な

海
岸

環
境

の
保

全
を

図
る

。

資
源

循
環

推
進

課
【
海

辺
の

漂
着

物
調

査
】
ご

み
の

国
籍

、
種

類
や

量
な

ど
の

調
査

を
県

内
４

保
健

所
管

内
で

実
施

し
た

。

1
0

【
海

辺
の

漂
着

物
調

査
】
ご

み
の

国
籍

、
種

類
や

量
な

ど
の

調
査

を
県

内
４

保
健

所
管

内
で

実
施

し
た

。

0

①
1
9

漂
流

漂
着

ご
み

対
策

海
辺

の
漂

着
ご

み
の

具
体

的
内

容
（
ご

み
の

国
籍

、
種

類
や

量
な

ど
）
に

つ
い

て
の

解
析

や
環

境
教

育
な

ど
を

含
ん

だ
発

生
抑

制
対

策
な

ど
各

種
漂

着
物

対
策

を
推

進
す

る
こ

と
で

、
海

岸
の

良
好

な
景

観
、

多
様

な
生

態
系

の
確

保
、

生
活

衛
生

の
向

上
、

水
産

資
源

の
保

全
等

総
合

的
な

海
岸

環
境

の
保

全
を

図
る

。

資
源

循
環

推
進

課
【
釜

山
市

と
の

交
流

事
業

】
釜

山
広

域
市

と
の

交
流

事
業

（
海

岸
清

掃
と

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
）
を

７
月

に
五

島
市

で
実

施
。

9
,8

2
4

【
釜

山
市

と
の

交
流

事
業

】
釜

山
広

域
市

と
の

交
流

事
業

（
海

岸
清

掃
と

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
）
を

1
0
月

に
新

上
五

島
町

で
実

施
し

た
。

1
1
,2

5
5

①
2
0

大
村

湾
水

質
保

全
対

策
環

境
美

化
や

水
質

保
全

等
の

た
め

、
大

村
湾

を
き

れ
い

に
す

る
会

が
事

業
主

体
と

な
っ

て
行

う
浮

遊
ご

み
除

去
対

策
事

業
へ

の
補

助
等

を
行

う
。

地
域

環
境

課
年

1
1
回

の
清

掃
を

実
施

し
、

浮
遊

ゴ
ミ

2
4
,1

6
0
kg

を
回

収
・
処

分
し

た
。

4
,5

0
0

年
1
1
回

の
清

掃
を

実
施

し
、

浮
遊

ゴ
ミ

2
1
,4

1
0
kg

を
回

収
・
処

分
し

た
。

4
,5

0
0

②
2
1

ふ
る

さ
と

自
然

再
生

事
業

身
近

な
ふ

る
さ

と
の

自
然

環
境

の
保

全
、

再
生

、
活

用
を

図
る

た
め

、
生

物
多

様
性

評
価

地
図

を
活

用
し

、
県

立
公

園
の

保
全

手
法

の
見

直
し

、
地

域
性

あ
ふ

れ
る

自
然

環
境

の
再

生
を

推
進

す
る

。

自
然

環
境

課
－

－
－

－

8



長
崎

県
生

物
多

様
性

保
全

戦
略

（
Ｈ

２
６

年
１

２
月

策
定

）
行

動
計

画
の

取
組

の
実

施
状

況
（
千

円
）

（
千

円
）

概
要

事
業

費
概

要
事

業
費

行
動

目
標

整
理

番
号

事
務

・
事

業
名

Ｈ
３

０
実

績
Ｒ

１
実

績
事

業
の

概
要

担
当

課
名

②
2
2

森
林

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
の

活
動

支
援

森
林

所
有

者
や

地
域

住
民

等
が

協
力

し
て

森
林

の
有

す
る

多
面

的
機

能
を

発
揮

さ
せ

る
た

め
の

保
全

活
動

及
び

山
村

地
域

の
活

性
化

に
資

す
る

取
組

に
対

し
支

援
す

る
。

林
政

課
森

林
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
支

援
セ

ン
タ

ー
を

中
心

と
し

た
取

組
み

に
よ

り
、

森
林

環
境

税
を

活
用

し
、

植
樹

や
森

林
整

備
な

ど
森

林
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
の

活
動

を
支

援
し

た
。

1
5
,6

7
2

森
林

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

支
援

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
た

取
組

み
に

よ
り

、
森

林
環

境
税

を
活

用
し

、
植

樹
や

森
林

整
備

な
ど

森
林

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

の
活

動
を

支
援

し
た

。

9
,6

7
5

②
2
3

人
と

環
境

に
や

さ
し

い
農

業
対

策
事

業

長
崎

県
版

G
A

P
、

J
G

A
P

等
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

農
産

物
の

安
全

性
の

確
保

、
環

境
保

全
型

農
業

の
推

進
等

を
効

果
的

に
実

施
で

き
る

信
用

力
の

高
い

集
団

・
農

業
者

を
育

成
す

る
と

と
も

に
、

よ
り

環
境

保
全

効
果

の
高

い
農

法
の

確
立

と
普

及
推

進
の

た
め

、
環

境
に

や
さ

し
い

農
業

技
術

の
開

発
、

農
業

者
に

対
す

る
濃

密
な

普
及

啓
発

、
地

域
に

適
し

た
生

産
方

式
の

実
証

及
び

生
産

技
術

指
導

等
や

各
種

の
取

組
へ

支
援

・
指

導
す

る
。

農
業

経
営

課
　

G
A

P
の

推
進

の
た

め
、

G
A

P
研

修
会

の
開

催
や

農
場

評
価

の
実

施
に

よ
る

G
A

P
指

導
員

の
育

成
と

農
業

者
が

G
A

P
認

証
取

得
に

要
す

る
経

費
へ

支
援

を
行

っ
た

。
（
支

援
農

業
者

数
7
経

営
体

）
　

有
機

農
産

物
の

マ
ル

シ
ェ

や
有

機
農

業
者

間
の

交
流

会
の

開
催

に
よ

り
、

販
路

拡
大

や
農

業
者

の
意

識
向

上
を

図
っ

た
。

　
環

境
保

全
型

農
業

の
推

進
の

た
め

、
土

壌
分

析
に

基
づ

く
肥

培
管

理
指

導
や

窒
素

負
荷

低
減

の
た

め
の

施
肥

技
術

の
開

発
を

行
っ

た
。

1
0
,1

7
6

　
G

A
P

の
推

進
の

た
め

、
G

A
P

研
修

会
の

開
催

や
農

場
評

価
の

実
施

に
よ

る
G

A
P

指
導

員
の

育
成

と
農

業
者

が
G

A
P

認
証

取
得

に
要

す
る

経
費

へ
支

援
を

行
っ

た
。

（
支

援
農

業
者

数
1
0

経
営

体
）

　
有

機
農

産
物

の
マ

ル
シ

ェ
や

有
機

農
業

者
間

の
交

流
会

の
開

催
に

よ
り

、
販

路
拡

大
や

農
業

者
の

意
識

向
上

を
図

っ
た

。
　

環
境

保
全

型
農

業
の

推
進

の
た

め
、

土
壌

分
析

に
基

づ
く
肥

培
管

理
指

導
や

窒
素

負
荷

低
減

の
た

め
の

施
肥

技
術

の
開

発
を

行
っ

た
。

1
0
,0

4
3

②
2
4

環
境

保
全

型
農

業
直

接
支

援
対

策
事

業
費

化
学

肥
料

・
化

学
合

成
農

薬
の

使
用

量
を

通
常

の
５

割
以

上
低

減
す

る
取

組
に

併
せ

て
カ

バ
ー

ク
ロ

ッ
プ

、
堆

肥
の

施
用

及
び

有
機

農
業

等
、

地
球

温
暖

化
防

止
や

生
物

多
様

性
保

全
に

効
果

の
あ

る
取

組
を

行
う

個
々

の
農

業
者

に
対

し
て

支
援

を
行

う
。

農
業

経
営

課
地

球
温

暖
化

防
止

や
生

物
多

様
性

保
全

に
効

果
の

高
い

営
農

活
動

に
取

り
組

む
農

業
者

に
対

す
る

支
援

を
行

っ
た

。
（
取

組
面

積
1
,5

5
6
h
a）

生
物

多
様

性
の

確
認

の
た

め
の

生
き

物
調

査
を

県
内

３
か

所
の

水
田

で
実

施
し

た
。

8
6
,6

4
4

地
球

温
暖

化
防

止
や

生
物

多
様

性
保

全
に

効
果

の
高

い
営

農
活

動
に

取
り

組
む

農
業

者
に

対
す

る
支

援
を

行
っ

た
。

（
取

組
面

積
1
,5

7
7
h
a）

8
7
,6

1
7

②
2
5

農
業

農
村

整
備

事
業

事
業

計
画

策
定

時
に

環
境

情
報

協
議

会
を

開
催

す
る

。
農

村
整

備
課

県
央

、
島

原
、

県
北

、
五

島
、

壱
岐

の
各

振
興

局
で

　
環

境
情

報
協

議
会

を
開

催
し

た
。

2
6
9

県
央

、
島

原
、

県
北

、
五

島
、

壱
岐

の
各

振
興

局
で

　
環

境
情

報
協

議
会

を
開

催
し

た
。

3
0
7

②
2
6

森
林

整
備

施
業

の
集

約
化

や
路

網
整

備
を

通
じ

て
施

業
の

低
コ

ス
ト

化
を

図
り

つ
つ

計
画

的
に

行
う

、
搬

出
間

伐
の

施
業

に
対

す
る

支
援

を
行

う
。

森
林

整
備

室
搬

出
間

伐
を

効
率

的
に

実
施

す
る

た
め

、
施

業
の

集
約

化
、

路
網

整
備

な
ど

コ
ス

ト
縮

減
を

図
り

、
搬

出
間

伐
の

施
業

を
支

援
し

た
。

8
6
6
,4

8
7

搬
出

間
伐

を
効

率
的

に
実

施
す

る
た

め
、

施
業

の
集

約
化

、
路

網
整

備
な

ど
コ

ス
ト

縮
減

を
図

り
、

搬
出

間
伐

の
施

業
を

支
援

し
た

。

9
8
0
,5

5
0

②
2
2

森
林

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
の

活
動

の
支

援
（
再

掲
）

（
再

褐
）

林
政

課
（
再

褐
）

（
再

褐
）

②
2
7

河
川

改
修

事
業

多
自

然
川

づ
く
り

を
通

じ
て

、
生

物
多

様
性

に
で

き
る

た
け

配
慮

し
て

事
業

を
実

施
す

る
。

河
川

課
県

内
2
5
河

川
に

お
い

て
、

多
自

然
川

づ
く
り

に
よ

る
整

備
を

進
め

る
。

2
,8

9
6
,0

0
0

県
内

2
5
河

川
に

お
い

て
、

多
自

然
川

づ
く
り

に
よ

る
整

備
を

進
め

る
。

3
,1

6
0
,0

0
0

②
2
8

中
山

間
地

域
等

直
接

支
払

制
度

中
山

間
地

域
等

に
お

い
て

耕
作

放
棄

の
原

因
と

な
る

農
業

生
産

条
件

の
不

利
性

を
直

接
補

正
す

る
直

接
支

払
い

を
実

施
し

、
適

正
な

農
業

生
産

活
動

の
維

持
を

通
じ

、
農

地
の

多
面

的
機

能
の

発
揮

を
図

る
。

農
山

村
対

策
室

中
山

間
地

域
等

直
接

支
払

事
業

に
よ

り
、

農
業

生
産

活
動

を
将

来
に

向
け

て
維

持
す

る
た

め
、

耕
作

放
棄

地
の

発
生

防
止

な
ど

の
活

動
を

支
援

し
た

。

1
,0

8
8
,5

0
6

中
山

間
地

域
等

直
接

支
払

費
に

よ
り

、
農

業
生

産
活

動
を

将
来

に
向

け
て

維
持

す
る

た
め

に
耕

作
放

棄
地

の
発

生
防

止
活

動
や

多
面

的
機

能
の

確
保

に
向

け
た

活
動

を
支

援
し

た
。

1
,0

8
6
,7

4
3

9



長
崎

県
生

物
多

様
性

保
全

戦
略

（
Ｈ

２
６

年
１

２
月

策
定

）
行

動
計

画
の

取
組

の
実

施
状

況
（
千

円
）

（
千

円
）

概
要

事
業

費
概

要
事

業
費

行
動

目
標

整
理

番
号

事
務

・
事

業
名

Ｈ
３

０
実

績
Ｒ

１
実

績
事

業
の

概
要

担
当

課
名

②
2
1

ふ
る

さ
と

自
然

再
生

事
業

（
再

掲
）

（
再

褐
）

自
然

環
境

課
（
再

褐
）

（
再

褐
）

③
5

地
域

で
進

め
る

鳥
獣

対
策

推
進

事
業

（
再

掲
）

（
再

褐
）

農
山

村
対

策
室

（
再

褐
）

（
再

褐
）

③
2
3

人
と

環
境

に
や

さ
し

い
農

業
対

策
事

業
（
再

掲
）

（
再

褐
）

農
業

経
営

課
（
再

褐
）

（
再

褐
）

③
2
9

自
然

環
境

情
報

の
共

有
化

と
発

信

県
民

や
自

然
保

護
団

体
と

の
間

で
の

自
然

環
境

情
報

の
共

有
化

、
県

民
や

自
然

保
護

団
体

の
取

組
の

P
R

に
よ

り
、

活
動

の
促

進
と

支
援

を
行

う
。

ま
た

、
自

然
環

境
情

報
の

公
開

に
よ

り
、

事
業

計
画

者
の

環
境

配
慮

を
促

進
す

る
。

自
然

環
境

課
県

Ｈ
Ｐ

に
自

然
環

境
情

報
を

掲
載

し
、

県
民

や
事

業
者

へ
の

周
知

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

随
時

自
然

保
護

団
体

等
と

の
情

報
交

換
を

行
っ

た
。

-
県

Ｈ
Ｐ

に
自

然
環

境
情

報
を

掲
載

し
、

県
民

や
事

業
者

へ
の

周
知

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

随
時

自
然

保
護

団
体

等
と

の
情

報
交

換
を

行
っ

た
。

-

③
3
0

バ
イ

オ
マ

ス
資

源
の

活
用

森
林

整
備

を
進

め
る

た
め

、
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

の
利

活
用

を
推

進
す

る
林

政
課

森
林

施
業

の
集

約
化

や
路

網
整

備
・
機

械
化

を
通

じ
て

施
業

の
低

コ
ス

ト
化

へ
の

対
す

る
支

援
を

行
い

、
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

材
の

生
産

量
の

拡
大

を
図

っ
た

。

4
6
6
,0

2
4

森
林

施
業

の
集

約
化

や
路

網
整

備
・
機

械
化

を
通

じ
て

施
業

の
低

コ
ス

ト
化

へ
の

対
す

る
支

援
を

行
い

、
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

材
の

生
産

量
を

拡
大

し
た

。

3
3
1
,6

4
8

④
3
1

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
に

よ
る

ジ
オ

パ
ー

ク
や

自
然

公
園

等
の

地
域

資
源

の
活

用
を

通
し

て
、

地
域

の
振

興
と

自
然

環
境

の
保

全
を

図
る

。

自
然

環
境

課
雲

仙
に

お
い

て
、

エ
コ

ツ
ア

ー
の

コ
ン

テ
ン

ツ
造

成
の

研
修

等
を

実
施

。
5
,1

8
0

西
海

国
立

公
園

及
び

壱
岐

対
馬

国
定

公
園

に
お

い
て

、
、

エ
コ

ツ
ア

ー
の

利
用

環
境

向
上

等
を

図
る

た
め

、
ト

イ
レ

の
洋

式
化

を
実

施
。

2
,8

8
7

④
3
2

未
来

環
境

条
例

に
基

づ
く
ご

み
の

投
げ

捨
て

等
防

止
重

点
地

区
等

の
指

定

「
ご

み
投

げ
捨

て
等

防
止

重
点

地
区

」
、

「
喫

煙
禁

止
地

区
」
、

「
自

動
販

売
機

設
置

届
出

地
区

」
に

お
い

て
、

指
定

地
区

の
周

知
・
啓

発
活

動
及

び
巡

回
指

導
を

行
う

。

資
源

循
環

推
進

課
各

保
健

所
と

連
携

し
な

が
ら

、
条

例
の

周
知

・
啓

発
と

各
指

定
地

区
の

巡
回

指
導

を
実

施
4
,8

3
5

の
一

部
各

保
健

所
と

連
携

し
な

が
ら

、
条

例
の

周
知

・
啓

発
と

各
指

定
地

区
の

巡
回

指
導

を
実

施
2
,7

9
9

の
一

部

④
3
3

一
斉

清
掃

環
境

月
間

で
あ

る
６

月
の

「
空

き
缶

回
収

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

」
や

県
及

び
県

保
健

環
境

連
合

会
に

お
い

て
８

月
を

「
ク

リ
ー

ン
な

が
さ

き
推

進
月

間
」
と

位
置

付
け

、
環

境
美

化
活

動
を

実
施

す
る

。

資
源

循
環

推
進

課
県

下
統

一
実

施
日

（
月

間
）
を

中
心

に
、

県
下

2
1
市

町
で

環
境

美
化

活
動

を
実

施
。

－
県

下
統

一
実

施
日

（
月

間
）
を

中
心

に
、

県
下

2
1
市

町
で

環
境

美
化

活
動

を
実

施
。

－

④
3
4

国
立

公
園

清
掃

活
動

補
助

金
雲

仙
天

草
国

立
公

園
、

西
海

国
立

公
園

の
重

点
清

掃
地

域
に

お
い

て
、

快
適

な
公

園
利

用
が

図
ら

れ
る

よ
う

利
用

者
に

よ
る

ご
み

等
の

収
集

、
処

分
等

の
清

掃
を

、
国

・
県

・
市

・
地

元
団

体
が

協
力

し
て

実
施

す
る

。

自
然

環
境

課
西

海
国

立
公

園
（
鹿

子
前

、
弓

張
岳

、
平

戸
、

福
江

）
、

雲
仙

天
草

国
立

公
園

(雲
仙

）
に

お
い

て
清

掃
事

業
を

実
施

2
,5

9
2

西
海

国
立

公
園

（
鹿

子
前

、
弓

張
岳

、
平

戸
、

福
江

）
、

雲
仙

天
草

国
立

公
園

(雲
仙

）
に

お
い

て
清

掃
事

業
を

実
施

2
,5

9
2

10



長
崎

県
生

物
多

様
性

保
全

戦
略

（
Ｈ

２
６

年
１

２
月

策
定

）
行

動
計

画
の

取
組

の
実

施
状

況
（
千

円
）

（
千

円
）

概
要

事
業

費
概

要
事

業
費

行
動

目
標

整
理

番
号

事
務

・
事

業
名

Ｈ
３

０
実

績
Ｒ

１
実

績
事

業
の

概
要

担
当

課
名

④
3
5

自
然

公
園

等
総

合
整

備
事

業
費

自
然

公
園

の
適

正
な

利
用

を
推

進
す

る
た

め
、

既
存

施
設

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
、

新
規

箇
所

で
の

整
備

を
進

め
る

。
ま

た
、

中
小

規
模

の
市

町
事

業
に

対
し

助
成

を
行

い
、

公
園

施
設

の
充

実
を

図
る

。

自
然

環
境

課
－

－
－

－

④
3
5

西
海

国
立

公
園

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

整
備

事
業

西
海

国
立

公
園

に
お

い
て

、
利

用
者

の
増

加
に

対
応

で
き

て
い

な
い

施
設

や
老

朽
化

が
進

ん
で

い
る

施
設

が
あ

る
た

め
、

こ
れ

ら
に

つ
い

て
再

整
備

し
、

西
海

国
立

公
園

の
適

正
利

用
を

推
進

す
る

。

自
然

環
境

課
西

海
国

立
公

園
内

３
箇

所
で

実
地

予
定

。
5
1
,1

9
2

西
海

国
立

公
園

内
２

箇
所

で
実

地
。

1
9
,7

6
1

④
3
6

自
然

に
親

し
む

運
動

自
然

公
園

に
お

い
て

、
自

然
観

察
会

等
を

開
催

し
、

自
然

に
親

し
む

こ
と

を
通

じ
て

自
然

保
護

思
想

の
普

及
と

自
然

公
園

の
適

正
な

利
用

を
推

進
す

る
。

自
然

環
境

課
－

－
－

－

④
4

鳥
獣

保
護

費
（
再

掲
）

（
再

褐
）

自
然

環
境

課
（
再

褐
）

（
再

褐
）

④
3
7

美
し

い
ふ

る
さ

と
推

進
大

会
地

球
温

暖
化

な
ど

の
地

球
規

模
の

問
題

か
ら

、
身

近
な

ご
み

の
問

題
ま

で
、

環
境

に
関

す
る

県
民

の
関

心
と

理
解

を
深

め
、

「
環

境
に

や
さ

し
い

長
崎

県
」
の

実
現

を
目

的
と

し
て

、
県

、
県

保
健

環
境

連
合

会
の

主
催

に
よ

る
推

進
大

会
を

毎
年

度
開

催
す

る
。

資
源

循
環

推
進

課
－

－
－

－

④
3
8

な
が

さ
き

環
境

県
民

会
議

な
が

さ
き

環
境

県
民

会
議

に
お

い
て

、
「
ゴ

ミ
ゼ

ロ
な

が
さ

き
実

践
計

画
」
や

地
球

温
暖

化
防

止
対

策
を

推
進

す
る

た
め

の
「
レ

イ
ン

ボ
ー

プ
ラ

ン
」
の

進
行

管
理

を
行

い
、

県
民

総
ぐ

る
み

で
の

環
境

保
全

活
動

を
推

進
す

る
。

地
域

環
境

課
県

民
、

事
業

者
、

N
P

O
等

が
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

を
果

た
し

な
が

ら
、

自
主

的
に

か
つ

相
互

に
連

携
し

て
具

体
的

な
取

り
組

み
を

実
践

す
る

。

2
0
,4

8
9

の
一

部
県

民
、

事
業

者
、

N
P

O
等

が
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

を
果

た
し

な
が

ら
、

自
主

的
に

か
つ

相
互

に
連

携
し

て
具

体
的

な
取

り
組

み
を

実
践

し
た

。

3
1
,5

2
9

の
一

部

④
3
9

諫
早

湾
干

拓
調

整
池

水
辺

空
間

づ
く
り

事
業

諫
早

湾
干

拓
調

整
池

の
恒

久
的

な
水

質
保

全
を

図
る

と
と

も
に

、
水

辺
環

境
や

生
態

系
を

住
民

と
と

も
に

守
り

育
み

、
自

然
豊

か
な

水
辺

空
間

づ
く
り

を
推

進
す

る
。

地
域

環
境

課
①

環
境

保
全

・
創

造
の

た
め

の
住

民
活

動
の

推
進 ＩＳ

Ｅ
ネ

ッ
ト

を
中

核
と

し
た

環
境

活
動

の
取

り
組

み
（
イ

ベ
ン

ト
等

で
の

啓
発

活
動

の
実

施
）

3
,7

2
5

「
諫

早
湾

干
拓

調
整

池
水

辺
環

境
の

保
全

と
創

造
の

た
め

の
行

動
計

画
」
を

推
進

す
る

た
め

、
行

動
計

画
の

進
行

管
理

、
生

活
排

水
対

策
活

動
促

進
、

流
入

河
川

水
質

汚
濁

負
荷

源
調

査
を

実
施

し
た

。

2
,2

8
0

④
2
2

森
林

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
の

活
動

支
援

（
再

掲
）

（
再

褐
）

林
政

課
（
再

褐
）

（
再

褐
）

④
4
0

4
1

環
境

保
全

活
動

推
進

事
業

　
地

域
で

開
催

さ
れ

る
研

修
会

・
学

習
会

等
に

学
識

経
験

者
や

実
践

活
動

家
か

ら
な

る
環

境
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

派
遣

す
る

。
　

ま
た

、
環

境
学

習
総

合
サ

イ
ト

や
な

が
さ

き
グ

リ
ー

ン
サ

ポ
ー

タ
ー

ズ
ク

ラ
ブ

に
よ

り
、

環
境

関
連

情
報

の
発

信
、

環
境

リ
ー

ダ
ー

の
拡

大
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
を

行
う

。

県
民

生
活

環
境

課
【
環

境
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
制

度
】

地
域

で
開

催
さ

れ
る

研
修

会
・
学

習
会

等
に

環
境

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

を
8
4
回

派
遣

 【
な

が
さ

き
グ

リ
ー

ン
サ

ポ
ー

タ
ー

】
環

境
学

習
総

合
サ

イ
ト

「
環

境
活

動
e
ネ

ッ
ト

な
が

さ
き

」
及

び
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

に
よ

る
環

境
情

報
の

発
信

及
び

、
環

境
リ

ー
ダ

ー
交

流
会

の
実

施
。

2
,6

3
4

の
一

部
【
環

境
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
制

度
】

地
域

で
開

催
さ

れ
る

研
修

会
・
学

習
会

等
に

環
境

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

を
7
2
回

派
遣

 【
な

が
さ

き
グ

リ
ー

ン
サ

ポ
ー

タ
ー

】
環

境
学

習
総

合
サ

イ
ト

「
環

境
活

動
e
ネ

ッ
ト

な
が

さ
き

」
及

び
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

に
よ

る
環

境
情

報
の

発
信

。

2
,1

2
1

の
一

部
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長
崎

県
生

物
多

様
性

保
全

戦
略

（
Ｈ

２
６

年
１

２
月

策
定

）
行

動
計

画
の

取
組

の
実

施
状

況
（
千

円
）

（
千

円
）

概
要

事
業

費
概

要
事

業
費

行
動

目
標

整
理

番
号

事
務

・
事

業
名

Ｈ
３

０
実

績
Ｒ

１
実

績
事

業
の

概
要

担
当

課
名

④
2
9

自
然

環
境

情
報

の
共

有
化

と
発

信
（
再

掲
）

（
再

褐
）

自
然

環
境

課
（
再

褐
）

（
再

褐
）

⑤
2
9

自
然

環
境

情
報

の
共

有
化

と
発

信
（
再

掲
）

（
再

褐
）

自
然

環
境

課
（
再

褐
）

（
再

褐
）

⑤
2
1

ふ
る

さ
と

自
然

再
生

事
業

（
再

掲
）

（
再

褐
）

自
然

環
境

課
（
再

褐
）

（
再

褐
）

⑤
2

希
少

野
生

動
植

物
種

保
全

事
業

費
（
再

掲
）

（
再

褐
）

自
然

環
境

課
（
再

褐
）

（
再

褐
）

⑤
4
2

環
境

影
響

評
価

の
審

査
長

崎
県

環
境

影
響

評
価

条
例

、
環

境
影

響
評

価
法

及
び

個
別

法
等

に
か

か
る

開
発

行
為

に
つ

い
て

、
環

境
に

対
す

る
影

響
を

審
査

し
、

環
境

保
全

措
置

を
指

導
す

る
。

地
域

環
境

課
長

崎
県

環
境

影
響

評
価

条
例

、
環

境
影

響
評

価
法

及
び

個
別

法
等

に
か

か
る

開
発

行
為

の
環

境
に

対
す

る
影

響
に

つ
い

て
、

環
境

情
報

シ
ス

テ
ム

も
活

用
し

な
が

ら
判

定
及

び
審

査
を

実
施

し
た

。

2
,0

1
3

長
崎

県
環

境
影

響
評

価
条

例
、

環
境

影
響

評
価

法
及

び
個

別
法

等
に

か
か

る
開

発
行

為
の

環
境

に
対

す
る

影
響

に
つ

い
て

、
環

境
情

報
シ

ス
テ

ム
も

活
用

し
な

が
ら

審
査

を
実

施
し

た
。

2
,2

3
9

⑤
4
3

県
庁

E
M

S
（
公

共
工

事
の

環
境

配
慮

推
進

）

環
境

に
影

響
を

及
ぼ

す
お

そ
れ

の
あ

る
開

発
事

業
に

つ
い

て
、

長
崎

県
環

境
基

本
計

画
環

境
配

慮
指

針
に

基
づ

く
確

認
と

評
価

、
結

果
の

検
証

が
実

施
さ

れ
て

い
る

か
監

査
す

る
。

地
域

環
境

課
平

成
2
9
年

度
か

ら
効

率
化

を
図

っ
た

県
庁

E
M

S
を

運
用

。
公

共
工

事
等

実
施

所
属

で
環

境
配

慮
に

係
る

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
が

実
施

さ
れ

、
事

務
局

へ
件

数
が

報
告

さ
れ

た
。

2
0
,4

8
9

の
一

部
平

成
2
9
年

度
か

ら
効

率
化

を
図

っ
た

県
庁

E
M

S
を

運
用

。
公

共
工

事
等

実
施

所
属

で
環

境
配

慮
に

係
る

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
が

実
施

さ
れ

て
い

る
が

、
R

1
実

績
に

つ
い

て
は

集
計

中
。

3
1
,5

2
9

の
一

部

⑤
4
4

公
有

地
化

事
業

（
用

地
基

金
）

必
要

に
応

じ
て

良
好

な
自

然
環

境
を

有
す

る
地

域
を

購
入

す
る

。
自

然
環

境
課

購
入

す
べ

き
案

件
な

し
0

購
入

す
べ

き
案

件
な

し
0

⑤
1
5

1
6

自
然

公
園

計
画

検
討

費
・
自

然
公

園
等

の
許

認
可

業
務

（
再

掲
）

（
再

褐
）

自
然

環
境

課
（
再

褐
）

（
再

褐
）

（
千

円
）

（
千

円
）

行
動

目
標

①
　

H
3
0
実

績
1
0
,8

2
8
,9

4
0

行
動

目
標

①
　

R
1
実

績
1
0
,5

1
7
,2

8
8

行
動

目
標

②
　

H
3
0
実

績
4
,9

6
3
,7

5
4

行
動

目
標

②
　

R
1
実

績
5
,3

3
4
,9

3
5

行
動

目
標

③
　

H
3
0
実

績
4
6
6
,0

2
4

行
動

目
標

③
　

R
1
実

績
3
3
1
,6

4
8

行
動

目
標

④
　

H
3
0
実

績
6
2
,6

8
9

行
動

目
標

④
　

R
1
実

績
2
7
,5

2
0

行
動

目
標

⑤
　

H
3
0
実

績
2
,0

1
3

行
動

目
標

⑤
　

R
1
実

績
2
,2

3
9

Ｈ
３

０
実

績
　

計
1
6
,3

2
3
,4

2
0

Ｒ
１

実
績

　
計

1
6
,2

1
3
,6

3
0
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長
崎
県
生
物
多
様
性
保
全
戦
略
（
Ｈ
２
６
年
１
２
月
策
定
）
行
動
計
画
の
指
標
の
達
成
状
況

行
動

目
標

整
理

番
号

指
標

担
当
課
名

基
準
値

目
標
値

Ｈ
３
０
達
成
値

Ｒ
１
達
成
値

達
成
状
況

備
考

①
1

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
お
け
る
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー

自
然
環
境
課

Ⅰ
A
類
（
H
2
4
年
度
）

Ⅰ
B
類
（
H
3
2
年
度
）

Ⅰ
Ａ
類

Ⅰ
Ａ
類

△

①
2

絶
滅
危
惧
種
数
（
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
及
び

Ⅱ
類
掲
載
種
数
）

自
然
環
境
課

８
６
３
種
（
H
2
3
年
度
）

増
加
さ
せ
な
い
（
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
見

直
し
時
）

８
９
０
種

８
９
０
種

×

①
3

ツ
マ
ア
カ
ス
ズ
メ
バ
チ
の
侵
入

自
然
環
境
課

―
対
馬
以
外
に
侵
入
さ
せ
な
い

（
H
3
2
年
度
）

対
馬
以
外
に
定
着
さ
せ
な
い

対
馬
以
外
に
定
着
さ
せ
な
い

○

①
4

生
物
多
様
性
保
全
事
業
等
に
よ
っ
て
守

ら
れ
た
希
少
野
生
動
植
物
の
種
類

自
然
環
境
課

５
種
（
H
2
5
年
度
）

５
種
以
上
／
年

4
0
種
（
H
3
2
年
度
）

５
種

（
累
計
３
０
種
）

５
種

（
累
計
３
５
種
）

○

①
5

負
傷
鳥
獣
の
野
生
復
帰
率

自
然
環
境
課

―
４
０
％
（
H
2
7
年
度
）

４
６
．
５
％

４
１
．
４
％

○

①
6

生
物
多
様
性
保
全
事
業
等
実
施
箇
所

数
自
然
環
境
課

１
７
箇
所
（
H
2
4
年
度
）

２
２
箇
所
（
H
2
7
年
度
）

５
５
件
（
H
3
2
年
度
）

４
９
箇
所

５
２
箇
所

○
目
標
再
設
定

＊
環
境
基
本
計
画

①
7

環
境
保
全
活
動
等
に
取
り
組
む
組
織
数

（
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
，
水
産

多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
）

漁
政
課

①
7

環
境
保
全
活
動
等
に
取
り
組
む
組
織
数

（
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
，
水
産

多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
）

漁
港
漁
場
課

①
8

県
土
に
占
め
る
自
然
公
園
の
割
合

自
然
環
境
課

１
８
％
（
H
2
5
年
度
）

１
８
％
（
H
2
7
年
度
）

１
８
％

１
８
％

○

①
9

県
立
自
然
公
園
見
直
し
等
計
画
数

自
然
環
境
課

１
計
画
（
H
2
5
年
度
）

６
計
画
（
H
3
2
年
度
）

Ｈ
２
８
年
度
に
６
計
画
終
了

Ｈ
２
８
年
度
に
６
計
画
終
了

○

①
1
0

汚
水
処
理
人
口
普
及
率

水
環
境
対
策
課

７
５
．
９
％
（
H
2
4
年
度
）

８
０
％
（
H
2
7
年
度
）

８
５
％
（
H
3
2
年
度
）

８
０
．
９
％

８
１
．
７
％

△
目
標
再
設
定

＊
環
境
基
本
計
画

①
1
1

海
岸
漂
着
物
の
発
生
抑
制
対
策
、
国
際

協
力
事
業
の
実
施
回
数

資
源
循
環
推
進
課

―
６
回
以
上
（
毎
年
度
）

（
H
2
7
年
度
）

６
回

７
回

○

①
1
2

地
域
性
あ
ふ
れ
る
身
近
な
自
然
環
境
を

活
用
保
全
し
て
い
く
活
動
地
域
数

自
然
環
境
課

２
地
域
（
H
2
4
年
度
）

５
地
域
（
H
2
8
年
度
）

－
－

○
H
2
8
ま
で
の
目
標

１
２
５
地
区
（
H
2
5
年
度
）

１
２
５
地
区
（
H
2
7
年
度
）

水
産
多
面
：
８
２
地
区

離
島
再
生
：
６
６
地
区

計
１
４
８
地
区

水
産
多
面
：
８
４
地
区

離
島
再
生
：
６
６
地
区

計
１
５
０
地
区

○

＊
進
捗
状
況
の
凡
例
　
　
○
：
達
成
又
は
達
成
見
込
み
、
△
：
目
標
は
達
成
し
な
い
も
の
の
前
進
し
て
い
る
、
×
：
目
標
達
成
で
き
ず
策
定
時
よ
り
後
退
し
て
い
る
、
－
：
未
確
定
、
未
集
計
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長
崎
県
生
物
多
様
性
保
全
戦
略
（
Ｈ
２
６
年
１
２
月
策
定
）
行
動
計
画
の
指
標
の
達
成
状
況

行
動

目
標

整
理

番
号

指
標

担
当
課
名

基
準
値

目
標
値

Ｈ
３
０
達
成
値

Ｒ
１
達
成
値

達
成
状
況

備
考

②
1
3

県
内
に
お
け
る
イ
ノ
シ
シ
の
農
作
物
被

害
額

農
山
村
対
策
室

約
３
．
３
億
円
（
H
2
4
年
度
）

約
２
．
３
億
円
（
H
2
8
年
度
）

１
．
４
億
円

未
確
定

－

②
1
4

野
生
鳥
獣
被
害
防
止
３
対
策
の
適
正
な

取
組
を
指
導
す
る
担
い
手
（
A
級
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
）
の
育
成

農
山
村
対
策
室

３
５
０
人
（
H
2
5
年
度
）

４
４
４
人
（
H
2
8
年
度
）

４
５
０
人

４
６
４
人

○

②
1
5

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
数

※
単
年
度
の
参
加
者
数

林
政
課

―
４
，
８
０
０
人
（
H
2
6
年
度
）

１
０
，
１
６
２
人

１
０
，
１
８
５
人

○

②
1
6

有
機
・
特
別
栽
培
に
取
り
組
む
面
積

農
業
経
営
課

１
，
２
６
６
h
a（
H
2
4
年
度
）

１
，
５
０
０
h
a（
H
2
７
年
度
）

１
，
７
９
１
h
a

１
，
７
９
３
h
a

○

②
1
7

森
林
整
備
面
積

森
林
整
備
室

１
，
４
１
９
h
a（
H
2
5
年
度
）

１
，
４
８
０
h
a（
H
2
6
年
度
）

１
，
７
８
５
h
a

２
，
０
８
１
h
a

○

②
1
8

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
交
付

対
象
面
積

農
山
村
対
策
室

９
，
５
９
４
h
a（
H
2
4
年
度
）

１
０
，
０
０
０
h
a（
H
2
7
年
度
）

９
，
８
５
０
h
a

９
，
８
５
３
h
a

△

③
1
9

ジ
オ
ツ
ア
ー
参
加
者
満
足
度

自
然
環
境
課

―
８
０
％
（
H
3
2
年
度
）

-
－

○
未
実
施

H
2
9
実
施

1
0
0
％

③
2
0

ジ
オ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
実
践
研
修

自
然
環
境
課

―
１
回
／
年
以
上
（
H
2
7
年
度
）

-
－

○
H
２
７
年
度
ま
で
の
目
標

③
2
1

エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
養
成
講
座
の
実
施

自
然
環
境
課

―
１
地
域
以
上
（
H
2
7
年
度
）

-
－

○
H
２
７
年
度
ま
で
の
目
標

③
2
2

農
業
生
産
工
程
管
理
（
G
A
P
）
取
組
件

数
農
業
経
営
課

１
０
８
件
（
H
2
4
年
度
）

１
４
０
件
（
H
2
7
年
度
）

-
－

○
H
２
７
年
度
ま
で
の
目
標

③
2
3

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
情
報
の
発
信
回

数
自
然
環
境
課

―
５
０
回
／
年
以
上

７
９
回

５
７
回

○

③
2
4

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
情
報
の
発
信
回

数
農
業
経
営
課

―
５
０
回
／
年
以
上

５
５
回

５
６
回

○

＊
進
捗
状
況
の
凡
例
　
　
○
：
達
成
又
は
達
成
見
込
み
、
△
：
目
標
は
達
成
し
な
い
も
の
の
前
進
し
て
い
る
、
×
：
目
標
達
成
で
き
ず
策
定
時
よ
り
後
退
し
て
い
る
、
－
：
未
確
定
、
未
集
計
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長
崎
県
生
物
多
様
性
保
全
戦
略
（
Ｈ
２
６
年
１
２
月
策
定
）
行
動
計
画
の
指
標
の
達
成
状
況

行
動

目
標

整
理

番
号

指
標

担
当
課
名

基
準
値

目
標
値

Ｈ
３
０
達
成
値

Ｒ
１
達
成
値

達
成
状
況

備
考

④
2
5

「
生
物
多
様
性
」
の
言
葉
の
認
知
度

（
県
政
ア
ン
ケ
ー
ト
）

自
然
環
境
課

４
７
％
（
H
2
5
年
度
）

７
０
％
（
H
3
2
年
度
）

-
５
９
％

△

④
2
6

自
然
へ
の
関
心
度

（
県
政
ア
ン
ケ
ー
ト
）

自
然
環
境
課

関
心
が
あ
る
６
４
％

（
H
2
5
年
度
）

関
心
が
あ
る
７
０
％

（
H
3
2
年
度
）

-
６
７
％

△

④
2
7

県
戦
略
の
認
知
度

（
県
政
ア
ン
ケ
ー
ト
）

自
然
環
境
課

７
％
（
H
2
5
年
度
）

２
５
％
（
H
3
2
年
度
）

-
１
０
％

△

④
2
8

一
般
の
人
で
生
物
多
様
性
に
関
す
る
取

組
を
「
行
っ
て
い
る
」
ま
た
は
「
行
い
た

い
」
人
の
割
合
（
県
政
ア
ン
ケ
ー
ト
）

自
然
環
境
課

７
０
％
（
H
2
5
年
度
）

８
０
％
（
H
3
2
年
度
）

-
８
６
％

○

④
2
9

「
ご
み
投
げ
捨
て
等
防
止
重
点
区
域
」

内
の
指
定
前
と
比
較
し
た
散
乱
ご
み
の

割
合

資
源
循
環
推
進
課

１
５
％
（
H
2
5
年
度
）

１
０
％
（
H
2
7
年
度
）

２
％

７
％

○

④
3
0

自
然
公
園
利
用
者
数

自
然
環
境
課

１
３
，
５
７
３
千
人
（
H
2
4
年
度
）

１
３
，
７
０
０
千
人
（
H
2
7
年
度
）

１
４
，
８
９
６
千
人
（
H
3
2
年
）

１
４
，
５
３
８
千
人

１
４
，
０
６
９
千
人

△
目
標
再
設
定

＊
環
境
基
本
計
画

④
3
1

実
施
イ
ベ
ン
ト
の
満
足
度

（
親
し
む
運
動
・
探
鳥
会
）

自
然
環
境
課

―
８
０
％
（
H
3
2
年
度
）

８
３
％

９
６
％

○

④
3
2

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
施
設
の
整
備
・
改

修
数

自
然
環
境
課

―
１
箇
所
／
年
以
上
（
H
3
2
年
度
）

４
箇
所

３
箇
所

○

④
3
3

な
が
さ
き
環
境
県
民
会
議
開
催
回
数

資
源
循
環
推
進
課

８
回
（
H
2
5
年
度
）

８
回
／
年
（
H
2
6
年
度
）

４
回

４
回

△

④
3
4

環
境
学
習
等
の
開
催
回
数
（
諫
早
湾
干

拓
調
整
池
水
辺
空
間
づ
く
り
事
業
）

地
域
環
境
課

３
回
／
年
（
H
2
5
年
度
）

３
回
／
年
（
H
3
2
年
度
）

３
回

４
回

○

④
3
5

環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
回
数

県
民
生
活
環
境
課

６
０
回
（
H
2
4
年
度
）

７
０
回
／
年
（
H
2
4
年
度
）

８
４
回

７
２
回

○

④
3
6

な
が
さ
き
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
登
録
者
数

県
民
生
活
環
境
課

―
２
，
０
０
０
件
（
H
2
8
年
度
）

２
，
３
３
３
件

２
，
７
３
４
件

○

＊
進
捗
状
況
の
凡
例
　
　
○
：
達
成
又
は
達
成
見
込
み
、
△
：
目
標
は
達
成
し
な
い
も
の
の
前
進
し
て
い
る
、
×
：
目
標
達
成
で
き
ず
策
定
時
よ
り
後
退
し
て
い
る
、
－
：
未
確
定
、
未
集
計

15



長
崎
県
生
物
多
様
性
保
全
戦
略
（
Ｈ
２
６
年
１
２
月
策
定
）
行
動
計
画
の
指
標
の
達
成
状
況

行
動

目
標

整
理

番
号

指
標

担
当
課
名

基
準
値

目
標
値

Ｈ
３
０
達
成
値

Ｒ
１
達
成
値

達
成
状
況

備
考

⑤
3
7

生
物
多
様
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
意
見
交
換

会
）
の
開
催

自
然
環
境
課

―
毎
年
県
下
１
地
域
で
実
施

１
地
域
で
実
施

1
地
域
で
実
施

○

⑤
3
8

希
少
種
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
回
数

自
然
環
境
課

―
２
５
回
／
年
（
H
3
2
年
度
）

７
９
回
実
施

３
８
回
実
施

○

⑤
3
9

環
境
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築

県
民
生
活
環
境
課

―
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

（
H
2
6
年
度
）

－
－

○
シ
ス
テ
ム
構
築
（
H
2
6
）

⑤
4
0

公
共
工
事
等
の
環
境
配
慮

地
域
環
境
課

―
公
共
事
業
関
係
課
に
お
け
る
内

部
監
査
の
実
施
率
１
０
０
％

（
H
3
2
年
度
）

公
共
工
事
等
環
境
配
慮
項
目

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
実
施
件
数
を

記
載
し
た
、
県
庁
Ｅ
Ｍ
Ｓ
様
式
第

１
号
（
オ
フ
ィ
ス
活
動
等
取
組
結

果
点
検
・
評
価
表
）

の
提
出
率
１
０
０
％

集
計
中

－

○
2
9

△
8

×
1

ー
2

達
成
状
況
　
集
計
表

＊
進
捗
状
況
の
凡
例
　
　
○
：
達
成
又
は
達
成
見
込
み
、
△
：
目
標
は
達
成
し
な
い
も
の
の
前
進
し
て
い
る
、
×
：
目
標
達
成
で
き
ず
策
定
時
よ
り
後
退
し
て
い
る
、
－
：
未
確
定
、
未
集
計

16




